
「みんなで遊ぼう学童保育」

学童保育拡充を可決
平成２４年度決算の認定

町の考えを問う
　　　　　（５議員が一般質問）

議会活動
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仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
の
た
め
、
新
た
に
冬
休
み

と
春
休
み
中
の
学
童
保
育
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
保
護

者
の
「
冬
休
み
・
春
休
み
も

科　目 金額 (千円 ) 備　考

1. 営 業 収 益 92,038 水道料など

2. 営 業 費 用 175,511 運営経費 ･減価償却など

3. 営 業 外 収 130,581 町補助金など

4. 営 業 外 費 27,671 償還利息など

 　  経常利益 19,436

5. 特 別 利 益 7

6. 特 別 損 失 1,836 過年度損益

当年度純利益 17,607

平成24年度上水道事業損益計算書から

歳入
63億5,928
万円

使用料手数料
1億1,188万円
２％

地方交付税
25億1,176万円

39％

国庫・県支出金
13億2,201万円
２1％

町債（借入金）
５億7,450万円

２％

交付金・譲与税
1億7,195万円
３％

町税
8億4,946万円
13％

繰入金・繰越金
6億2,173万円
10％

その他
1億9,599万円

3％

自
主

財
源

依

存

財

源

歳出
59億8,437
万円

議会費
7,536万円
1％

総務費　　　
(人件費ほか)
173,615 万円
21％

民生費
（高齢者・障がい
者、子ども福祉費

ほか）
9億4,636万円
16％

教育費
9億3,256万円
16％

農林水産業費
5億8,509万円
10％

公債費（借金返済）
5億5,219万円

9％

衛生費(健診など)
4億8,590万円

8％

土木費
3億642万円
5％

消防費
2億2,827万円

4％
労働費
2,681万円
0％

災害復旧費
1億33万円
2％

商工費
8,429万円
1％

一般会計歳出の内訳

一般会計歳入の内訳

　

平
成
24
年
度
の
決
算
総
額
（
一
般
会
計
、
特
別
会
計
）、

は
歳
入
が
、
87
億
３
７
６
４
万
円
、
歳
出
が
83
億
９
８
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
63
億
５
９
２
８
万
円
、
歳
出
は

59
億
８
４
３
７
万
円
。
歳
出
額
は
昨
年
と
比
べ
約
30
億
円
減

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
事

業
（
Ｉ
Ｐ
告
知
電
話
整
備
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
）
が
終
了

し
た
の
と
老
人
ホ
ー
ム
が
民
営
化
さ
れ
、
特
別
会
計
が
廃
止

さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

 

町
税
は
、
町
民
税
の
扶
養
控
除
の
仕
組
み
が
替
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
昨
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
健
全
度
を
示
す
財

政
健
全
化
判
断
比
率
は
、
昨
年
度
よ
り
改
善
し
、
健
全
化
が

進
み
ま
し
た
。
各
会
計
と
も
黒
字
決
算
と
な
り
、
資
金
不
足

比
率
も
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

会 計 歳　入 歳　出

一 般 会 計 63億5928万円 59億8437万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 11億4585万円 11億366万円

笹原財産区 87万円 45万円

農業集落排水 1億3432万円 1億3424万円

塙林間工業団地 2071万円 1402万円

公共下水道 1億7243万円 1億7224万円

介 護 保 険 8億1467万円 8億1150万円

後期高齢者医療 8951万円 8935万円

合 　 計 87億3764万円 83億983万円

会計別決算の状況

冬休み・春休み学童保育の実施について 

平成２５年１２月２４日（火）～２７日（金）

平成２６年１月６日（月）～７日（火）

平成２６年３月２４日（月）～３１日（月）

　　　　　　　　　　　　　　※土日は除く

平成２６年４月１日（火）～４日（金）

冬休み期間・・・２，０００円

春休み期間・・・年度末２，０００円

　　　　　・・・年度始２，０００円

※春休み・冬休みは、塙・常豊・笹原合同で、

　台宿分館で実施する（7:40~18:00）

学
童
保
育
を
実
施
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
を
受
け
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

冬
休
み
と
春
休
み
の
実
施

を
希
望
す
る
声
が
多
数
あ

り
、
冬
休
み
か
ら
実
施
が
決

ま
り
ま
し
た
。

財政健全化比率 (単位：％)
健全化判断比率 平成24年度 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率　　 ― 15 20
②連結実質赤字比率 ― 20 35
③実質公債費比率　 9.2 25 35
④将来負担比率　　 41.5 350 ―

経営健全化比率 (単位：％)
特別会計名 比　率 平成24年度 経営健全化基準

簡 易 水 道 ①資金不足比率 ― 20.0
農業集落排水処理事業 ①資金不足比率 ― 20.0
公 共 下 水 道 事 業 ①資金不足比率 ― 20.0
塙林間工業団地用地取得造成事業 ①資金不足比率 ― 20.0
塙町上水道事業会計 ①資金不足比率 ― 20.0
* 比率欄の「－」は各会計に資金不足額がないため該当しないことを表す。
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平成２４年度決算　　　　　　　

総額８７億円を認定
　　　　早期健全化基準を下回る

　平成２５年９月定例会は、９月１７日から２０日までの会期で開催されました。

定例会では、塙町定住自立圏形成協定の議決に関する条例など町提出議案１７件

を審議し、全会一致で原案のとおり可決・承認し、平成２４年度決算９件を認定

しました。また、議員発議３件を可決しました。一般質問では、５名の議員が登

壇し、木質バイオマス発電事業などについて質問しました。

平
成
24
年
度
決
算
額　

大
幅
減
額

で
も

町
税
は
３
・
９
％
ア
ッ
プ
↑

年齢を越えて楽しく遊ぶ子どもたち

だより第 124 号 ２

冬
休
み
・
春
休
み
も

冬
休
み
・
春
休
み
も

　
　
　

安
心
し
て
働
け
ま
す

　
　
　

安
心
し
て
働
け
ま
す

冬
休
み
・
春
休
み
も

　
　
　

安
心
し
て
働
け
ま
す

放課後児童健全育成事業（学童保育）
分担金（利用料金）徴収条例の一部改正を 可決



藤
田
（
高
）
結
婚
祝
金
給
付

は
若
者
定
住
も
目
的
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
効
果
を
上
げ

る
工
夫
は
な
い
か
。

答
弁　

１
組
５
万
円
給
付
し

て
い
る
が
、
倍
ぐ
ら
い
に
で

き
な
い
か
検
討
す
る
。

小
峰　

全
体
の
不
用
額
が

２
億
２
千
万
円
あ
る
。
適
正

な
予
算
編
成
に
よ
り
財
源
の

有
効
活
用
を
図
る
べ
き
。

答
弁　

適
正
に
管
理
す
る
よ

う
注
意
す
る
。

吉
田　

一
般
会
計
歳
出
の
う

ち
消
費
税
額
の
総
額
は
。

答
弁　

集
計
し
て
い
な
い
。

小
林　

税
金
の
未
納
が
約
３
億

円
あ
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

今
年
度
か
ら
滞
納
処

分
を
強
化
し
、
差
し
押
え
な

ど
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

徴
収
嘱
託
員
を
配
置
し
て
徴

収
に
努
め
る
。

小
林　

矢
祭
町
に
比
べ
図
書

館
の
運
営
費
が
高
い
。
運
営

方
法
を
見
直
す
考
え
は
。

答
弁　

施
設
が
違
う
の
で
単

純
比
較
は
で
き
な
い
。
検
討

は
必
要
で
あ
る
。

鈴
木
（
幸
）
子
育
て
関
係
の

行
事
が
重
複
し
て
い
る
。
日

程
調
整
は
し
て
い
る
か
。

答
弁　

回
数
等
の
検
討
を
し

て
い
る
。　

鈴
木
（
安
）
加
入
率
が
上
が
っ

て
い
な
い
。
加
入
促
進
の
進

捗
状
況
は
。

答
弁　

チ
ラ
シ
の
配
付
、
未

加
入
世
帯
訪
問
を
し
た
。
加

入
促
進
組
織
を
今
年
度
中
に

立
ち
上
げ
た
い
。

鈴
木
（
安
）
加
入
促
進
が
形

だ
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

答
弁　

説
明
し
な
が
ら
一
軒

一
軒
訪
問
し
た
。

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
議

決
に
関
す
る
条
例

　

協
定
締
結
を
議
決
要
件
に

す
る
。

吉
田　

償
還
金
の
利
率
が
高

い
。
負
担
軽
減
の
た
め
借
り

換
え
で
き
な
い
か
。

答
弁　

借
り
換
え
て
も
制
度

上
負
担
は
変
わ
ら
な
い
。

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の

形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る

法
律
第
10
条
第
１
項
の
規
定

に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例

　

法
律
に
基
づ
く
準
則
を
定

め
る
も
の
。

吉
田　

東
河
内
が
地
区
指
定

に
な
っ
て
い
る
が
。

答
弁　

企
業
誘
致
の
可
能
性

の
あ
る
と
こ
ろ
を
網
羅
し
た

も
の
。
具
体
的
な
も
の
で
は

な
い
。

職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例

　

町
長
等
10
％
、
職
員
４
・

77
〜
７
・
77
％
を
10
月
か
ら

来
年
２
月
ま
で
給
与
カ
ッ
ト

す
る
も
の
。

藤
田
（
一
）
職
員
の
給
与
を

下
げ
る
と
地
域
経
済
に
与
え

る
影
響
や
働
く
意
欲
が
下
が

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

影
響
は
多
少
考
え
ら

れ
る
。
意
欲
が
下
が
ら
な
い

よ
う
ケ
ア
し
て
い
く
。

農
林
水
産
物
直
売
・
食
材
供

吉
田　

歳
出
の
不
用
額
が

９
８
０
０
万
円
あ
る
。
税
額

は
適
正
だ
っ
た
の
か
。

答
弁　

見
込
額
で
算
定
す

る
。
よ
く
精
査
を
し
て
予
算

編
成
を
し
た
い
。

給
施
設
設
置
条
例

　

施
設
管
理
を
指
定
管
理
者

が
行
え
る
よ
う
に
改
正
。

藤
田
（
一
）
な
ぜ
道
の
駅
を

指
定
管
理
者
制
度
に
す
る
の

か
。

答
弁　

一
つ
の
団
体
と
し
て

意
志
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、

よ
り
良
い
道
の
駅
を
作
る
た

め
で
あ
る
。

藤
田
（
一
）
権
限
は
ど
う
な

る
か
。

答
弁　

町
が
最
高
責
任
者
で

あ
る
。

税
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
。

税
特
別
措
置
条
例

　

集
積
区
域
等
の
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
期
間
の
延
長

等
。

藤
田
（
一
）
集
積
区
域
と
は
。

答
弁　

工
業
団
地
な
ど
企
業

立
地
の
可
能
性
の
あ
る
国
が

認
可
し
た
場
所
。　
　

復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

に
関
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
。
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①
防
災
セ
ン
タ
ー
測
量
設
計

委
託
（
平
成
25
年
11
月
）

②
北
庁
舎
解
体
工
事

　

（
平
成
26
年
１
月
〜
３
月
）

③
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

（
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27

年
３
月
）

副
町
長
の
選
任

　

園
部　

秀
次
氏（
川
上
）

任
命
に
同
意

人
権
養
護
委
員
候
補
者
推
薦

　

石
井　

清
美
氏（
真
名
畑
）

適
任

　平成24年度歳入歳出の当初予算は一般会

計、特別会計合計で75億55百万円で、一般

会計及び特別会計を合わせた決算額は、歳入

が87億38百万円、歳出が83億10百万円であ

り、これを前年度と比較すると共に大きく減

少している。

　歳入における繰越金や町債は、早期に確定又は把握される

ものであるにもかかわらず予算補正処置がなされていない。

歳出において、例えば予備費のように事業の具体性、計画性

が不明確なまま当初予算に多めに概算計上し、以後補正処置

をしていないので多額の不用額が発生しているような事例が

散見された。引続き経費の節減とメリハリをつけた施策の選

別に意を注がれたい。

　財産の管理事務に未だ不動産登記事務の進捗や備品、物品

の管理態勢において不十分である。

　今後の財政運営はより厳しさが増すものと危惧される。限

られた財源を効率的・効果的に活用するための選択と集中に

よる行財政運営と、不断の行財政改革の実行による財政基盤

の安定強化に取り組まれることを願って止まないところである。

　　　　　　　　　　塙町監査委員　石川　昭彦　

　　　　　　　　　　塙町監査委員　大縄　武夫

　

福
祉
会
館
の
裏
に
建
つ
北

庁
舎
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。北
庁
舎
を
解
体
し
、

防
災
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ

ま
す
。
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、

災
害
が
起
き
た
時
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
す
。
現
在
の
役

場
庁
舎
は
、
耐
震
性
に
問
題

は
な
い
が
、
防
災
拠
点
と
な

る
耐
震
基
準
に
は
達
し
て
い

ま
せ
ん
。
本
庁
舎
に
は
、
非

常
用
電
源
が
な
く
、
電
気
配

線
設
備
・
給
排
水
設
備
等
も

全
面
交
換
の
時
期
に
来
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
防
災
機
能

を
備
え
た
防
災
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
ま
す
。

・備蓄倉庫　・資機材庫

・非常用電源　・研修室

・大会議室　・重要書類保管庫

・防災情報室（サーバー室）

　などの設備を備える。

どんな施設になるの？

一
般
会
計

決算意見書から

決
算
審
議

質　
　
　

疑

国
民
健
康
保
険
会
計

農
業
集
落
排
水
会
計

上
水
道
事
業
会
計

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

総額１１億円
補正予算可決

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鈴
木
（
安
）
旧
高
城
幼
稚
園

は
売
却
か
取
り
壊
す
の
か
。

答
弁　

建
物
の
価
値
を
調
べ

べ
て
売
却
す
る
か
考
慮
す
る
。

土
地
は
、
借
地
な
の
で
持
ち

主
と
協
議
し
た
い
。　

鈴
木
（
孝
）
Ｉ
Ｐ
告
知
電
話

の
移
設
工
事
と
は
。

答
弁 

設
置
し
た
場
所
が
使

い
に
く
い
た
め
に
移
設
を
認

め
る
こ
と
が
あ
る
。
50
件
程

度
見
込
ん
で
い
る
。

藤
田
（
高
）
向
ヶ
岡
公
園
の

柵
工
事
以
外
の
内
容
は
。

人
事
案
件

工
事
請
負
契
約

森
林
管
理
道
整
備
事
業
林
道

大
日
向
線
開
設
工
事
の
締
結

深
谷
建
設
株
式
会
社

金
額
４
９
９
８
万
円

請　
　

願

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
請
願

請
願
者　

東
西
し
ら
か
わ
農

業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組

合
長　
　
　

鈴
木　

昭
雄

紹
介
議
員　

鈴
木　

孝
則

　
　
　
　
　

吉
田　

克
則

審
査
結
果　

採
択　

意

見

書

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方

の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見

書道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す

る
意
見
書

T
P
P
交
渉
に
関
す
る
意

見
書

答
弁　

石
積
み
の
補
強
と
階

段
取
り
付
け
、
木
の
剪
定
等

で
あ
る
。 質　

　
　

疑

質　
　
　

疑

質　
　
　

疑

質　
　
　

疑

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
に

５
億
円

質　
　
　

疑

■補正予算のあらまし　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計 補正額 補正後の額

一 般 会 計 1,085,027 6,151,264

国民健康保険特別会計 22,192 1,157,827

笹原財産区特別会計 400 3,891

公共下水道事業特別会計 3,000 182,543

介 護 保 険 特 別 会 計 3,913 843,147

合　　計 1,114,532 8,338,672



１．鈴木　茂議員

（１）街路灯（水銀灯）が設置されている行政区の負担軽減を

（２）町外からの定住者受け入れに対する町の考えは

２．鈴木安次議員

（１）木質バイオマス発電事業者との交渉は

（２）道の駅はなわの法人化でどう変わる

（３）学校給食センターのアレルギー対策とは

３．小峰由久議員

（１）河川管理整備と川上川土砂堆積対策は

（２）健康センター進捗状況は

（３）塙町役場における障害者雇用はあるか

４．鈴木幸江議員

（１）地方版（塙町版）子ども、子育て会議設置の考えは

（２）笹原財産区林野の今後の経営計画は

（３）伊香地内の町道整備を急ぐべき

５．藤田一男議員

（１）塙町徴収嘱託員とは

（２）鮫川村の仮設焼却炉施設の事故対応を問う

（３）塙町木質バイオマス発電事業、凍結はいつまでか

ここがききたい一般質問

塙町議会だより第 124 号　６７　塙町議会だより第 124 号

行政区の街路灯は負担が大きい 鈴木　茂議員

これから負担軽減を検討する

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

　

街
路
灯
は
電
灯
交
換
が
高

額
で
あ
り
、
行
政
区
の
負
担

が
大
き
い
が
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。　

答
弁

　

軽
減
策
に
つ
い
て
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

　

水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替

え
る
と
４
〜
５
倍
電
灯
が
長

く
も
つ
と
い
わ
れ
る
が
、
先

に
町
内
設
置
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
街
路
灯
は
ど
の
位
電
気

代
が
安
く
な
っ
た
か
。

答
弁

  

50
％
以
上
安
く
な
っ
て
い

る
。

質
問

　

街
路
灯
を
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
て
は
ど
う
か
。　

質
問　

　

町
の
過
疎
化
が
進
み
、
人

口
が
将
来
は
か
な
り
減
る
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。　

答
弁

　

企
業
誘
致
を
図
り
、
若
者

の
働
く
場
所
を
確
保
し
て
、

定
住
人
口
を
増
や
し
た
い
。

人
口
減
少
を
ど
う
考
え
る
か

定
住
人
口
を
増
や
し
た
い

質
問

　

町
外
か
ら
の
定
住
者
を
受

け
入
れ
る
こ
と
も
一
つ
の
方

策
と
考
え
る
が
町
の
取
り
組

み
は
。

答
弁

　

町
外
か
ら
の
定
住
者
を
受

け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、

い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
あ
る
が

広
く
意
見
を
聞
き
入
れ
て
、

方
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問

　

南
米
な
ど

の
海
外
か
ら

の
移
住
に
よ

る
定
住
人
口

増
加
の
策
も

あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答
弁

　

地
場
産
業

に
従
事
し
て

い
る
外
国
の

方
が
定
住
す

れ
ば
そ
れ
が

一
番
の
近
道

と
思
わ
れ
る
。

５
議
員 

町
の
考
え
を
問
う

町内の街路灯

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般

に
つ
い
て
、
町
に
疑
問
点
を
質
問
し
、
考

え
を
求
め
る
も
の
で
す
。

答
弁

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合

い
な
が
ら
補
助
事
業
な
ど
で

進
め
て
い
き
た
い
。

町の考えを問う

菊 池 町 長

人口問題に取り組む議員

質
問

　

定
住
者
の
受
け
入
れ
は
官

民
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
や
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
る
か
。　

答
弁

  

民
間
と
町
と
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
前
に

進
め
る
の
が
よ
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の

　
　
　
　
　
　

企
業
と
の
交
渉
は

交
渉
は
し
て
い
な
い　
　

鈴
木
安
次
議
員

安全でおいしい給食を

質
問

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
の
相
手
企
業
と
何
回
く
ら

い
交
渉
を
持
っ
た
の
か
。

答
弁

　

交
渉
を
持
っ
た
こ
と
は
な

い
。

質
問

　

な
ぜ
交
渉
を
持
た
な
か
っ

た
の
か
。

答
弁

　

事
務
レ
ベ
ル
で
計
画
を
立

て
た
だ
け
で
あ
る
。
予
算
計

上
も
し
て
い
な
い
段
階
な
の

で
交
渉
は
し
て
い
な
い
。

質
問

　

表
面
の
交
渉
ば
か
り
で
な

く
、
裏
で
塙
町
の
事
業

者
が
参
入
で
き
る
よ
う

に
す
る
の
が
ト
ッ
プ
の

務
め
で
は
な
い
か
。

答
弁

　

交
渉
事
は
裏
で
や
る

も
の
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
に

す
っ
ぱ
抜
か
れ
て
水
面
下
の

交
渉
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

質
問

　

各
行
政
区
で
説
明
会
を
開

い
た
が
理
解
は
進
ん
だ
と
考

え
て
い
る
か
。

答
弁

　

各
地
区
20
〜
30
人
の
参
加

者
で
あ
っ
た
。
参
加
者
の

７
・
８
割
が
不
安
を
抱
い
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

質
問

　

相
手
企
業
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
具
体
的
な
説
明
を

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

川上川の土砂堆積対策は 小峰由久議員

緊急性の高いところから実施したい

質
問

　

台
風
18
号
の
被
害
状
況
を

伺
う
。　

答
弁

  

田
畑
の
被
害
は
調
査
中
で

あ
る
。
通
行
止
め
路
線
は
な

い
。

質
問

　

川
上
川
の
土
砂
堆
積
対
策

と
管
理
者
（
県
）
へ
の
働
き

か
け
は
。

答
弁

  

川
上
地
区
の
区
長
か
ら
陳

情
が
あ
り
、
予
算
確
保
を
働

き
か
け
て
い
る
。

  

緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か

ら
実
施
し
た
い
と
回
答
が

あ
っ
た
。

質
問

　

台
風
で
川
上
川
は
溢
れ
な

か
っ
た
が
、
小
さ
い
川
は
溢

れ
て
い
る
。
調
査
を
し
て
対

策
を
。
ま
た
、
釜
藤
の
倒
木

な
ど
景
観
対
策
を
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。　

質
問

　

健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
の
進

捗
状
況
は
。

答
弁

　

決
定
し
て
い
な
い
段
階
で

相
手
企
業
の
手
を
煩
わ
す
べ

き
で
な
い
。

質
問

　

凍
結
は
い
つ
決
断
し
た
の

か
。

答
弁

　

鮫
川
村
の
事
故
が
起
き

て
、
環
境
省
の
説
明
を
受
け

た
が
納
得
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
多
く
の
人
に
不
安
を

与
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
判

断
し
、
凍
結
と
い
う
こ
と
で

早
急
に
記
者
会
見
を
開
い

た
。

「
道
の
駅
は
な
わ
」
法
人

化
で
ど
う
変
わ
る
の
か

組
織
を
強
化
で
き
る

質
問

　

道
の
駅
法
人
化
に
つ
い
て

町
当
局
と
組
合
員
の
考
え
に

開
き
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
。

答
弁

　

お
金
の
流
れ
に
誤
解
が
あ

り
、組
織
に
も
問
題
が
あ
る
。

組
織
の
中
で
議
論
・
検
討
し

て
い
た
だ
き
、
意
見
を
聴
き

た
い
。

質
問

　

法
人
化
に
当
た
っ
て
の
特

区
と
は
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

米
飯
は
若
干
高
い
が
、
食

後
の
感
想
で
は
８
割
以
上
は

お
い
し
い
と
言
っ
て
い
る
。

質
問

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
弁

　

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
や
代

替
食
を
準
備
し
、
各
学
校
の

養
護
教
諭
、
担
任
さ
ら
に
全

体
で
情
報
を
共
有
し
、
危
機

感
を
持
っ
て
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

質
問

　

エ
ピ
ペ
ン
の
使
い
方
の
講

習
会
等
、
塙
厚
生
病
院
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

　

塙
厚
生
病
院
の
医
師
と
も

連
携
し
万
全
の
対
策
を
と
る
。

健
康
セ
ン
タ
ー
進
展
は

推
進
協
議
会
を
設
置

役
場
で
の
障
害
者
雇
用
は

現
在
、
募
集
中

答
弁

　

ふ
く
し
ま
産
業
復
興
投
資

促
進
特
区
と
ふ
く
し
ま
産
業

復
興
起
業
立
地
補
助
金
と
合

わ
せ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

５
年
間
の
実
質
無
税
で
町
内

の
多
く
の
団
体
が
該
当
す
る
。

質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

駅
長
の
立
場
が
大
変
重
要

に
な
る
が
。

答
弁

　

理
事
長
が
最
高
の
責
任
者

で
あ
り
、
駅
長
一
人
で
責
任

を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
各
部
門
の
強
化
や
全
体

で
発
展
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

質
問　

　

塙
町
役
場
で
障
害
者
の
雇

用
は
あ
る
の
か
。

答
弁

　

現
在
は
い
な
い
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
じ
、
募
集
し
て

い
る
。

町の考えを問う
町
の
考
え
を
問
う

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
と
は

全
体
で
情
報
を
共
有

質
問

　

米
飯
が
週
４
回
に
な
っ
て

コ
ス
ト
が
か
か
り
、
お
か
ず

の
質
、味
に
影
響
は
な
い
か
。

※
エ
ピ
ペ
ン

  

重
度
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
が
あ
ら
わ
れ
た
と
き
に

使
用
し
、
医
師
の
治
療
を

受
け
る
ま
で
の
間
、
症
状

の
進
行
を
一
時
的
に
緩
和

し
、
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た

め
の
補
助
治
療
剤
（
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
）

これからの林業は
どうなるのか

菊 池 町 長

菊

池

町

長

川上川の土砂

質
問

　

勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、
提

言
し
て
い
き
た
い
が
。　

答
弁

　

ぜ
ひ
参
考
に
し
た
い
。

質
問

　

募
集
等
の
積
極
的
周
知
が

必
要
と
思
う
が
。

答
弁

  

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

周
知
し
た
い
。

答
弁

　

私
有
財
産
で
あ
り
、
町
の

税
金
を
投
入
す
る
の
は
い
か

が
か
と
思
う
。
ま
ず
は
地
権

者
に
お
願
い
す
る
な
ど
何
ら

か
の
形
で
進
め
た
い
。

答
弁

　

推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

基
本
構
想
策
定
業
務
を
委
託

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

老
人
の
預
か
り
施
設
と
健

康
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
ゾ
ー
ン

の
よ
う
な
施
設
を
考
え
て
い

る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置
の
考
え
は

設
置
に
向
け
検
討
し
て
い
る

鈴
木
幸
江
議
員

質
問

　

法
律
で
は
、「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
の
設
置
を
求

め
て
い
る
が
、
塙
町
版
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
考

え
方
と
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３

法
案
に
よ
る
事
業
、
ニ
ー
ズ

調
査
委
託
料
を
補
正
予
算
と

し
て
計
上
し
た
。
設
置
に
向

け
検
討
し
て
い
る
。

質
問

　

ニ
ー
ズ
調
査
は
子
育
て
会

議
を
設
立
し
、
会
議
の
中
で

的
確
に
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

事
業
計
画
を
策
定
す
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
委
託
調

査
と
い
う
考
え
で
進
め
て
い

く
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）

  

少
子
化
が
進
む
中
で
、
子

育
て
支
援
活
動
者
等
様
々
な

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
連
携

し
、
国
・
県
の
指
導
を
仰
ぎ
、

将
来
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

木質バイオマス発電の凍結はいつまでか 藤田一男議員

近いうちに判断する　

質
問

　

塙
町
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
の
凍
結
は
い
つ
ま
で

か
。　

答
弁

  

現
時
点
で
は
凍
結
で
あ

る
。

　

県
と
相
談
し
て
近
々
の
う

ち
に
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

質
問

　

こ
の
事
業
を
凍
結
す
る
と

決
め
た
が
い
つ
ま
で
凍
結
す

る
の
か
。　

答
弁

  

環
境
省
の
施
設
の
事
故
で

凍
結
を
決
め
た
が
、
事
業
に

は
賛
否
が
あ
る
。
そ
の
判
断

の
た
め
の
凍
結
で
あ
る
。
補

助
事
業
な
の
で
県
と
協
議
し

て
決
定
し
た
い
。

質
問

　

各
地
区
で
の
説
明
会
で
、

ど
の
程
度
理
解
さ
れ
た
考
え

る
か
。　

答
弁

  

説
明
会
参
加
者
の
７
割
前

後
が
反
対
の
よ
う
だ
。

質
問

　

当
面
は
凍
結
と
の
こ
と
だ

が
白
紙
に
す
る
の
か
再
開
す

る
の
か
伺
う
。　

質
問

　

塙
町
徴
収
嘱
託
員
の
募
集

状
況
は
。　

答
弁

  

２
名
の
募
集
に
２
名
の
応

募
が
あ
っ
た
。

質
問

　

管
理
委
託
契
約
期
間
が
残

す
と
こ
ろ
３
年
。
今
後
の
経

営
計
画
を
伺
う
。

答
弁

　

全
伐
後
の
管
理
、
林
業
の

衰
退
、
後
継
者
不
足
、
悪
循

環
を
た
ど
っ
て
い
る
。
今
後
、

真
剣
に
議
論
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

質
問

  
規
則
で
は
契
約
期
間
は
50

年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
あ
る
、
し
か
し
、
契
約

更
新
も
可
と
さ
れ
て
い
る
。

現
時
点
で
の
考
え
は
。

答
弁

 

伐
期
を
迎
え
る
が
評
価
額

が
出
な
け
れ
ば
前
に
進
め
な

質
問

　

伊
香
地
内
の
高
齢
者
施
設

に
今
後
、
通
り
抜
け
で
き
る

道
路
を
作
る
計
画
は
。

答
弁

　

町
道
に
格
上
げ
し
、
改
良

し
て
き
た
。
振
興
計
画
に
載

せ
た
の
で
調
査
を
し
、
地
権

者
の
同
意
を
得
、
早
急
に
進

め
た
い
。

塙
町
徴
収
嘱
託
員
の
募
集

状
況
は

２
名
の
応
募
が
あ
っ
た

鮫
川
村
の
事
故
で
町
の
対

応
は

現
場
確
認
と
Ｉ
Ｐ
告
知
電

話
で
周
知

い
。

質
問

　

当
初
予
算
で
立
木
調
査
費

用
を
確
保
し
て
い
る
。
調
査

の
進
捗
状
況
は
。

答
弁

　

森
林
組
合
と
相
談
し
て
い

る
が
、
調
査
が
停
滞
し
て
い

る
。
航
空
会
社
に
よ
る
レ
ー

ダ
ー
調
査
を
検
討
し
て
い

る
。
早
急
に
進
め
た
い
。

質
問

　

守
秘
義
務
等
の
指
導
は
。

答
弁

　

臨
時
職
員
も
法
に
よ
り
守

秘
義
務
は
課
せ
ら
れ
る
。
採

用
時
に
十
分
説
明
し
て
い
る
。

町の考えを問う
町
の
考
え
を
問
う

笹
原
財
産
区
の
今
後
の
経

営
計
画
は

真
剣
に
議
論
し
て
い
く

※
「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
と
は

　

子
育
て
支
援
当
事
者
等

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
す
る
事
業
に
従
事
す

る
者
）
が
、
子
育
て
支
援

の
政
策
プ
ロ
セ
ス
等
に
参

画
・
関
与
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み

菊 池 町 長

菊

池

町

長

行
き
止
ま
り
道
路
の

解
消
を

早
急
に
進
め
た
い

応
は
。

答
弁

  

29
日
に
環
境
省
よ
り
連
絡

が
あ
り
、
30
日
に
事
故
現
場

を
確
認
。
30
・
31
日
に
Ｉ
Ｐ

告
知
電
話
で
町
民
に
知
ら
せ

た
。

質
問

　

事
故
現
場
の
近
く
に
は
町

民
が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
町

民
を
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
弁

　

第
一
報
で
詳
し
い
情
報
が

得
ら
ず
、
大
き
な
問
題
に
な

る
と
の
認
識
が
足
り
な
か
っ

た
。
最
悪
の
場
合
を
考
え
て

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
反
省
し
て
い
る
。

行き止まりの町道

子どもたちの未来のために

各地区で行われた説明会

ＩＰ告知電話で周知

質
問

　

業
務
内
容
は
。

答
弁

  

５
万
円
以
内
の
少
額
滞
納

者
、
主
に
現
年
度
分
の
滞
納

者
を
対
象
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
徴
収
。
電
話
に
よ
る
納
付

の
勧
奨
、
口
座
振
替
促
進
の

た
め
の
チ
ラ
シ
の
配
付
な
ど

で
あ
る
。

質
問

　

高
額
滞
納
者
の
場
合
は
ど

う
す
る
の
か
。

答
弁

　

職
員
が
行
う
。
現
在
、
広

域
的
な
滞
納
整
理
の
組
織
化

を
進
め
て
お
り
、
来
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
べ
く
準
備

を
進
め
て
い
る
。

質
問

　

鮫
川
村
の
仮
設
焼
却
炉
施

設
の
事
故
に
つ
い
て
町
の
対

援
事
業
に
関
わ
っ
て
い
く
。

答
弁

　

今
の
段
階
で
は
凍
結
で
あ

る
。
関
係
者
と
協
議
を
重
ね

て
い
る
。



　１０月４日（金）、「意見交換会」 が塙

町木質バイオマス発電問題連絡会の皆

さんと行われた。

　議会で組織した「木質バイオマス発

電事業調査特別委員会」の内容・経過

等について、議会への要望などが話し

合われた。

　９月２０日、本会議終了後の全員

協議会で町長より、木質バイオマ

ス発電事業中止の説明があった。

　議員からは「今後の林業振興の

対策はどうするか」「新たな事業

を推進すべき」等の意見があっ

た。

第７回臨時会
米山橋の改良工事契約締結
　平成２５年８月１２日、第７回臨時

会が開催され、町道塙台宿線米山

橋補修工事契約が成立した。

　契 約 先　深谷建設株式会社

　契約金額　６千３６３万円

米山橋車道部の主桁補修工事と、

歩道の防護柵取り替え工事

塙町議会だより第 124号　1213　塙町議会だより第 124号

　

議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様

方
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
を

目
指
し
議
会
改
革
の
課
題
を

取
り
上
げ
様
々
な
検
討
を
し

て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て

「
議
会
映
像
中
継
放
送
」
を

考
え
て
い
る
。

　

議
会
開
催
等
の
内
容
は
現

在
「
議
会
だ
よ
り
」
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。
議
会
傍
聴

の
ほ
か
議
事
録
は
図
書
館
等

で
閲
覧
で
き
る
が
、
よ
り
議

会
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ

「
議
会
映
像
中
継
放
送
」
が

出
来
な
い
か
を
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

定
例
会
・
臨
時
会
で
の
議

案
審
議
、
一
般
質
問
に
お
け

る
町
長
答
弁
等
の
映
像
中
継

放
送
を
通
じ
て
町
民
の
方
に

議
会
に
対
す
る
関
心
を
よ
り

高
め
て
い
た
だ
き
町
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
考
え
で

あ
る
。

　

10
月
１
日
、
大
洗
町
に
全

議
員
で
出
か
け
、「
議
会
改

革
」
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

大
洗
町
議
会
は
「
開
か
れ
た

議
会
」
と
し
て
全
国
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
特
別
表
彰
を

受
け
て
い
る
。

　

議
会
開
催
の
お
知
ら
せ
を

ハ
ガ
キ
で
送
る
、
一
般
質
問

の
内
容
を
ポ
ス
タ
ー
で
貼
り

出
す
、
各
常
任
委
員
会
で
細

部
ま
で
行
わ
れ
る
審
査
、
委

員
外
委
員
の
常
任
委
員
会
へ

の
参
加
、
傍
聴
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
町
民

に
議
員
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
努
力
を
し
て
い
る
。

議
会
活
動
を
報
告
し
ま
す

議
会
活
動
を
報
告
し
ま
す

議
会
活
動
を
報
告
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
導
入
に
向
け
て

　

西
川
町
議
会
だ
よ
り
は
文

書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
名
と
読

者
モ
ニ
タ
ー
８
名
を
お
願
い

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

特
に
文
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

国
語
教
師
を
退
職
さ
れ
て
、

わ
か
り
に
く
い
部
分
の
指
摘

や
、
表
現
方
法
な
ど
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
編
集
会

議
に
も
加
わ
っ
て
い
る
の
は

心
強
い
。

　

庄
内
町
議
会
広
報
誌
は
小

学
５
年
生
で
も
理
解
で
き
る

紙
面
を
作
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
目

か
ら
鱗
で
あ
っ
た
。
全
国
町

村
議
会
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特

追 跡 レ ポ ー ト追 跡 レ ポ ー ト ～ 一般質問のその後 ～

　定例会で行われた一般質問の中からピックアップしその後の動き、現在の状況を調査しました。

議会議員と意見交換しませんか
　議会議員と意見交換会をする団体を募集しています。町民または町内に勤務しているおおむね 10 人以上
のグループが対象で、ご希望の会場に伺います。お申し込みは、議会事務局 ( ℡ 43-2150) にお願いします。

イ
ノ
シ
シ
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

質
問  

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
町
内
全
域
に
拡
大
し
て
い
る
。
対
策
は
今
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

答
弁

　

駆
除
期
間
の
通
年
制
、
区
長
経
由
の
駆
除
申
請
手
続
き
の
検
討
や
防

護
ネ
ッ
ト
補
助
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
、
耕
作
放
棄
地
対
策
も
急

務
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
平
成
24
年
９
月
定
例
会
）

新たなイノシシ対策始まる

　平成２４年度は、電気牧柵設置事業を３地区で行った。また、

猟友会が中心となって１３２頭を駆除した。平成２５年度も１５

団体が電気牧柵設置事業を利用している。 

　これまでにもイノシシの被害対策として、シシバイバイ（Ｌ

ＥＤの装置、目の高さに吊すと、作物に近寄らない。電気牧

柵に比べると低コストで設置が簡単）の貸し出しを行ってき

た。

  平成２５年度の新規事業として、イノシシ被害防止フェンス

設置事業補助金を導入した。資材費は町が補助し、管理や設

置は実施団体が行う。

　イノシシの被害や防止策の相談はまち振興課（電話４３－

２１１８）まで。

議
会
だ
よ
り
の
文
字
色
（
緑
）
変
更
に

つ
い
て

・
ピ
ン
ク
よ
り
見
や
す
い
。

・
や
わ
ら
か
さ
が
あ
り
、
読
み
や
す
い
。

・
そ
の
度
に
色
を
変
え
る
の
も
よ
い
。

用
語
の
説
明
※
に
つ
い
て

・
難
し
い
言
葉
に
※
で
説
明
し
て
あ
る

　

の
は
良
い
。

　
議
員
の
活
動
報
告
に
つ
い
て

・
議
員
の
仕
事
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

　

た
。　

・
議
会
以
外
で
の
活
動
が
わ
か
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
紹
介

・
見
出
し
が
つ
い
て
見
や
す
く
な
っ
た
。

・
写
真
は
一
枚
の
方
が
よ
い
。

そ
の
ほ
か
の
意
見

・
議
会
中
継
は
必
要
で
あ
る
。

・
議
会
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
努
力

　

を
す
べ
き
。

・
特
集
は
、
も
っ
と
詳
し
く
内
容
を
載

　

せ
た
方
が
よ
い
。

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
編
集
に
生
か
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

　

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声

広
報
常
任
委
員
会
よ
り

選
に
な
る
だ
け
に
、
見
出
し

の
付
け
方
、
記
事
の
内
容
、

写
真
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
余
白

の
使
い
方
な
ど
見
習
う
べ
き

点
が
多
々
あ
っ
た
。

　

議
長
、
常
任
委
員
長
が

２
６
０
日
以
上
活
動
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
町
民
に
姿
が
見
え
な

い
言
わ
れ
る
の
は
同
じ
議
員

と
し
て
永
遠
と
テ
ー
マ
で
あ

る
が
も
っ
と
頑
張
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
う
。

　

岩
手
県
西
和
賀
町
議
会
報

も
見
出
し
、
余
白
の
使
い
方

な
ど
素
晴
ら
し
い
。
特
に
臨

時
議
会
後
に
直
近
の
文
書
配

布
日
に
合
わ
せ
て
速
報
版
を

出
す
な
ど
編
集
委
員
さ
ん
の

働
き
に
は
頭
が
下
が
る
。

　

い
ず
れ
の
議
会
も
議
会
終

了
後
30
日
以
内
に
議
会
だ
よ

り
を
発
行
し
て
い
る
。

　

３
つ
の
議
会
は
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
、
議
会
中
継

や
政
策
提
言
で
き
る
議
会
を

目
指
す
な
ど
、
ま
さ
に
二
元

代
表
制
の
鏡
で
あ
る
。

　

西
和
賀
町
で
は
町
民
と
と

真名畑地区に設置されたイノシシ被害防止フェンス

　

近
年
、
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
少
子
高
齢
化
は
我
が

町
と
て
例
外
で
は
な
く
、
他

町
村
並
み
に
推
移
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。人
口
問
題
は
、

国
策
で
は
あ
る
が
、
戦
時
中

は
産
め
よ
増
や
せ
よ
、
終
戦

直
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
、
昭

和
40
年
代
頃
か
ら
の
産
児
制

限
時
代
と
移
行
し
、
現
在
の

少
子
化
時
代
に
至
っ
て
い

る
。

　

議
会
で
も
こ
の
対
策
と
し

て
専
門
の
先
生
を
呼
ん
で
勉

強
し
、
常
陸
太
田
市
ま
で
出

向
い
て
先
進
地
で
の
学
習
を

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
減
り
続
け
る

人
口
を
ど
う
す
る
か

日
本
一
の
議
会
に

学
ぶ「
議
会
改
革
」

先
進
地
に
学
ぶ

山
形
県
西
川
町
・
庄
内
町　

岩
手
県
西
和
賀
町

も
に
財
政
の
勉
強
会
を
開
い

て
、
町
財
政
へ
の
監
視
機
能

を
高
め
、
最
終
的
に
は
町
民

と
議
員
が
作
っ
た
財
政
白
書
、

み
ん
な
で
確
か
め
よ
う
我
が

町
の
家
計
簿
を
発
行
す
る
な
ど

素
晴
ら
し
い
議
会
で
あ
っ
た
。



力
強
い
踊
り
で

　

明
る
く
元
気
に
い
い
汗
か
い
て
い
ま
す
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男
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任
委
員
会

編 集 後 記

広報常任委員会

委 員 長　鈴木　幸江
副委員長　吉田　克則
委　　員　小貫　初枝
委　　員　鈴木　安次
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　広報常任委員が、団体（サークルなど）を訪問して活動内容を皆さんにお知らせします。

団体の名称：エイサー太鼓愛好会
練習場所：常豊公民館   連絡先：藤田　洋子さん　電話４３－１４５７

　

太
鼓
の
音
と
「
は
ー
い

や
」
と
い
う
掛
け
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
な
元
気
な
「
エ

イ
サ
ー
太
鼓
愛
好
会
」
の
皆

さ
ん
。

　

活
動
歴
は
12
〜
13
年
。
仕

事
を
通
じ
て
の
仲
間
で
、
仕

事
の
集
ま
り
の
時
に
沖
縄
の

先
生
の
エ
イ
サ
ー
太
鼓
を
見

午
後
、
隔
週
で
練
習
し
て
お

り
、
月
に
１
回
は
茨
城
県
か

ら
先
生
を
招
き
練
習
。
今
後

も
っ
と
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増

や
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

来
年
６
月
に
は
、
塙
町
公

民
館
で
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
発

表
会
を
予
定
し
て
お
り
、
エ

イ
サ
ー
太
鼓
だ
け
で
な
く
、

沖
縄
空
手
の
演
舞
も
行
わ
れ

ま
す
。
代
表
の
藤
田
洋
子
さ

ん
は
、「
エ
イ
サ
ー
太
鼓
は

音
楽
と
踊
り
で
元
気
に
な
り

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
等
で
踊
っ

て
盛
り
上
げ
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
復
興
イ
ベ
ン
ト
も
ぜ

ひ
見
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
元
気
と
、
威
勢

の
い
い
太
鼓
・
掛
け
声
に
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠

く
離
れ
た
沖
縄
の
文
化
に
塙

町
で
触
れ
ら
れ
る
な
ん
て
素

敵
で
す
ね
。

※議会会議録は、図書館・議
　会事務局、またはホームペ
　ージでもご覧になれます。

エイサー太鼓愛好会の皆さん

　

９
月
定
例
会
も
終
わ
っ
た
10
月
１
日
、
常
陸
太
田

市
と
大
洗
町
に
議
会
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

常
陸
太
田
市
で
の
研
修
課
題
は
、
今
、
全
国
的
に

問
題
に
な
っ
て
い
る
「
少
子
化
・
人
口
減
少
問
題
」

で
す
。

　

20
・
30
代
の
若
者
の
出
会
い
の
場
の
設
定
づ
く
り

か
ら
始
ま
っ
て
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
街
づ
く
り
を

き
め
細
や
か
に
設
定
し
て
、
良
い
結
果
を
生
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
も
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
学
童

保
育
の
充
実
が
図
ら
れ
、
今
ま
で
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
春
休
み
・
冬
休
み
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
に
は
、
多
少
の
ゆ
と
り
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
貫　

初
枝

産業祭にて、ポーズが決まっています

て
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
・
迫
力

に
感
動
し
、
結

成
さ
れ
ま
し

た
。
踊
り
の
勉

強
に
出
向
き

き
、
海
外
や
日

本
各
地
で
踊
っ

て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で

介
護
施
設
や
幼

稚
園
で
踊
り
を

披
露
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の

舞
台
は
な
ん
と

塙
町
産
業
祭
で

す
。
金
曜
日
の

夜
と
土
曜
日
の

議
会
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い 

　

次
回
の
定
例
会
は
、
12
月
13
日（
予
定
）
に
開

会
さ
れ
ま
す
。
議
場
は
役
場
庁
舎
の
二
階
西
側

に
あ
り
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
の
記
入
等
簡
単
な
手
続
き
で
傍

聴
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。


